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継
続
的
な
賃
上
げ
と
、
働
く
も
の
・

　

生
活
者
に
寄
り
添
う
政
治
へ
の
転
換
を
め
ざ
し
て
！

　　　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
日
々
ご
奮
闘
い
た

だ
い
て
い
る
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

２
０
２
４
賃
金
確
定
闘
争
は
、
春
闘
に
お
け
る
連
合
、
民
間
労
組
の
た
た
か
い
の
成
果
に

よ
り
、
月
例
給
・
一
時
金
と
も
に
３
年
連
続
で
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
内
容
は
春
闘
の
引
き
上
げ
率
を
下
回
り
、
物
価
上
昇
率
に
も
遠
く
及
ば
な
い
低
額
・
低
率

で
あ
り
、
実
質
賃
金
の
改
善
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
も
、
初
任
給
と
若
年
層
に
重

点
的
に
配
分
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
中
高
齢
層
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
低
い
賃
上
げ
率
と
な
り

不
満
が
残
る
も
の
で
し
た
。
一
方
で
、
長
年
要
求
し
続
け
て
き
た
こ
と
が
、
よ
う
や
く
実
を

結
び
「
再
任
用
職
員
の
一
時
金
に
つ
い
て
常
勤
職
員
同
様
の
支
給
月
数
」
「
地
域
手
当
の
引

き
上
げ
」
「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
額
に
つ
い
て
常
勤
職
員
同
様
の
改
定
時
期
や
雇
用

年
限
の
撤
廃
」
な
ど
を
勝
ち
と
る
こ
と
が
で
き
た
単
組
も
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
粘
り
強

く
要
求
し
、
交
渉
し
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
春
闘
に
お
い
て
は
、
四
半
世
紀
に
及
ぶ
慢
性
的
な
デ
フ
レ
状
態
か
ら
完
全
に
抜

け
出
す
た
め
に
も
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
に
よ
っ
て
個
人
消
費
を
活
発
化
さ
せ
、
賃

金
と
物
価
が
安
定
的
に
上
昇
す
る
好
循
環
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ

の
春
闘
の
成
果
を
秋
の
賃
金
確
定
闘
争
に
波
及
さ
せ
て
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
引
き
続
き
、

連
合
に
結
集
し
、
民
間
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
継
続
的
な
賃
上
げ
を
求
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
政
治
情
勢
は
、
数
の
力
を
頼
り
に
国
会
の
議
論
さ
え
も
軽
視
す
る
強
権
政
治

が
続
い
て
き
ま
し
た
が
、
第
50
回
衆
議
院
選
挙
で
は
、
自
公
政
権
を
過
半
数
割
れ
に
追
い
込

み
、
緊
張
感
の
あ
る
政
治
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
熟
議
の
政
治
を
取

り
戻
し
、
政
権
交
代
を
展
望
し
な
が
ら
、
働
く
も
の
や
生
活
者
に
寄
り
添
う
政
治
へ
と
転
換

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
夏
の
第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
む
け
て
は
、
「
岸
ま
き
こ
」
参
議
院
議
員
を
再
び
国

政
の
場
へ
送
り
出
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
最
前
線
で
働
く
私
た
ち
の
声
を
、
国
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
岸
ま
き
こ
さ
ん
の
必
勝
を
め
ざ
し
、
と
も
に
た
た
か
い
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
も
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
賃
金
労
働
条
件
の
改
善
、
平
和
と
民
主
主
義
を

守
り
、
共
生
社
会
の
実
現
へ
む
け
て
、
全
力
で
奮
闘
し
て
い
く
決
意
を
表
明
し
て
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

自
治
労
東
京
都
本
部

　
中
央
執
行
委
員
長

　 

松
村 

誠
治

Best Shot Competiti
on

「
彩
華
繚
乱
」
　
　
　
　

　
　
　
　
　
練
馬
区
職
労
　
小
城
原 

淳 

さ
ん

（
選
評
は
４
面
に
掲
載
）

※各作品タイトルについては応募者の表記を尊重し、掲載しています。

最優秀賞

選評●横浜みなとみらいでの花火大
会でしょうか。同時に打ち上げられた
花火の数の多さとその美しい風景に
感動といいたいところですが、この写
真のポイントは下部に写されている
立錐の余地のない人々の様子です。
手に手にカメラやスマホ持つ人たち、
三脚、一脚にカメラを据え本格的に
撮影する人たち、無数に光るカメラの
モニターの明かり。そして縦位置（メ
リーゴーランドのような余計なものを
入れない）。通常の花火の写真とは異
なり、ドキュメンタリー的な要素を持
つ作品になっています。

講 評

真の面白さはどこにあるのだろうか？今回の審査を
終えて考えていたことです。

　一般、ネイチャー、それぞれの部門に特徴がありました。
まず、一般部門は残念ですが応募枚数がちょっと少なかっ
たです。テーマが限定されると、「この写真がこのテーマに
合っているだろうか」などと考えてしまうのかもしれません
ね。あまり窮屈に考えず、テーマと少しずれていても良い写
真だと思ったら思い切って応募してください。その辺の最
終的判断は私たちがしますので。また、全体の印象として
は身近なものを撮影している写真がもっと多くても良いか
なと感じました。写真は特別な出来事があると撮ることが
多いと思います。一般部門では旅先やお祭りなどの特別な
ことだけでなく、日常でのちょっとした特別なことを撮影し
た写真を見たいと思いました。次に、ネイチャー部門です
が、こちらは例年と変わらぬ応募枚数でした。そして、スマ
ホではなくデジカメで撮影された写真が多かったです。こ
の部門に応募される方々は、本格的に写真に取り組んでい
る方々が多く、質の高いイメージを追求し、撮影している作

品の数々でした。そのため、選考はいつも悩みます。それぞ
れ理想とするイメージを追求し質の高い写真を撮影してく
ださい。
　さて、最初の問いの答えは？それは撮影した世界をあな
たが実際に経験しているということだと思います。バー
チャルが幅を利かせる昨今ですが、写真
は基本的には現場に行かなければ撮れ
ないということです。そこで得た実感は
あなただけのものです。

　写真家　鈴木 邦弘さん

最優秀賞　選評

「彩華繚乱」 
　　　　練馬区職労  小城原 淳さん

雑誌を中心にフリーの写真家として活
動。『自治労通信』および『世界』などにド
キュメンタリー写真を発表。93年「森の
人・PYGMY」で第18回伊奈信男賞を受
賞。日本写真芸術専門学校主任講師。日
本写真家協会（JPS）会員。

第27回 ベストショットコンクール第27回 ベストショットコンクール

●
各
受
賞
作
品
の

選
評
は
Ｈ
Ｐ
に
て

ネ
イ
チ
ャ
ー
部
門

優 秀 賞

一
般
部
門

喜
び

部門 1　一般部門（テーマ「喜び」）　　部門 2　ネイチャー部門

写

「
歩
い
て
き
た
道
を
振
り
返
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
川
区
職
労  

田
淵 

美
香
さ
ん

ネ
イ
チ
ャ
ー
部
門

優 秀 賞

「
こ
り
ゃ
た
ま
ら
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
宿
区
職
労  

関
根 

康
幸
さ
ん

佳　作

「寒風を切る」

　町田市職労

　守屋 涼さん

ネイチャー部門

佳　作

「近所総出」

　東交　巣鴨支部

　前場 晃さん

ネイチャー部門

特別賞

「初めての体験」

　東交　深川支部

　戸髙 弘貴さん

佳　作

「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
！
」

　
小
金
井
社
協
労
組
　
坪
根 

愛
さ
ん

一
般
部
門

喜
び

一般部門 喜び

ネイチャー部門
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自治労東京の

自治労東京都本部
2023

自治労東京都本部
2023

自治労東京都本部
2023

新春対談新春対談新春対談新春対談新春対談新春対談

～～東京のの労 のの ・・
　　　　　　　　　波波及及すするる効効果果をを考考ええるる～～
～東京の労 の ・

波及する効果を考える～
東東京京 労労

東東京京都都労労働働委委員員会会
労労働働者者委委員員対対談談
東京都労働委員会
労働者委員対談

回は東京の労働課題を取り巻く状況に着目しました。
2023年12月に東京都労働委員会の任期満了に伴う委

員変更もあったことから、新・旧東京都労働委員会労働者委
員である自治労東京選出のお二人をお招きし、対談企画を設
けました。一見、労働委員会というと公務職場からは少し遠
い位置にあると思われる組合員のみなさんもいらっしゃるか

もしれません。しかし公務職場においては、委託先や指定管
理の職場などで働く民間労働者の仲間も数多くいます。そう
した仲間と連帯する自治体職員もまた無関係ではありませ
ん。様々な立場で働く仲間のことや、自らの職場の実態に照
らし合わせながら、組合員の皆さんに東京都労働委員会の役
割を学び、考えていただける機会になれば幸いです。

今

025年には第27回参議院議員選挙が行われます。現
在、自治労には組織内議員として全国の組合員の皆

さんの「声」を国政の場に届けるために、鬼木まこと参議
院議員、岸まきこ参議院議員が奮闘しています。私たちの
働き方の多くは、法律や条例によって定められ、また左右
されることから、政治への関与は組合員の賃金・労働条件

の確保・向上のためには欠かせない労働組合運動の一つで
す。今回は、新春特別企画として岸まきこ参議院議員をお
招きし、松村委員長がこれまでの活動や、実際のところ国
会議員ってなにをするの？といったことについてお聞き
し、ぜひ組合員の皆さんに知っていただきたい組織内国会
議員の取り組みについて伺いました。

２

自治労東京都本部
2024

自治労東京都本部
2024

自治労東京都本部
2024

新春特別対談新春特別対談新春特別対談新春特別対談新春特別対談新春特別対談

自治労東京都本部
2025

自治労東京都本部
2025

自治労東京都本部
2025

新春特別対談新春特別対談新春特別対談新春特別対談新春特別対談新春特別対談 岸 まきこ岸 まきこ 松村 誠治松村 誠治岸 まきこ 松村 誠治
組織内参議院議員 都本部委員長

2025年新春特別対談企画

×

明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
し

て
次
の
改
正
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
に
全
力
で
質
疑
に
当

た
り
ま
し
た
。
本
会
議
で
の

代
表
質
問
、
そ
し
て
総
務
委

員
会
で
３
回
質
疑
に
立
ち
ま

し
た
が
、
法
案
審
議
に
入
る

前
か
ら
も
機
会
を
捉
え
、
繰

り
返
し
問
題
提
起
を
続
け
て

い
ま
し
た
。
地
方
自
治
を

ず
っ
と
大
事
に
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
一
丁
目
一
番
地
で
す

し
、
地
方
自
治
こ
そ
が
住
民

を
守
る
最
後
の
砦
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
も
と
も

と
私
は
、
配
属
な
ど
で
男
女

間
差
別
を
感
じ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
労
働
組
合
が
な
い

と
職
場
の
問
題
も
解
消
さ
れ

な
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。

自治労組織内参議院議員

岸 まきこ　
（きし まきこ）
1976年北海道岩見沢市(旧栗沢町)生
まれ。94年旧栗沢町役場入職(現岩見
沢市)。2013年から自治労中央執行委
員。19年第25回参院選(全国比例区)で
初当選。現職に至る。

都本部中央執行委員長

松村 誠治　
（まつむら せいじ）
自治労東京都本部中央執行委員長。
葛飾区職労委員長、都本部副中央執行
委員長（労働局長兼務）などを歴任し
2023年より現職。

←

5名

40名
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３．
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６．
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29．
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１．
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７．
８．
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12．
13．
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20.
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◎タテ・ヨコのカギをヒントに
　パズルを解き、A～Gの文字を
　つないでできる言葉を答えてください。クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル

● タテのカギ ● ヨコのカギ

A B C D E F G
回
答

景　

品

★カタログギフト（14,000円相当）

★商品券（5,000円分）

▶記載のQRコードをスマートフォン
などで読み取り、必要事項を入力のう
え、ご応募ください。当選者の発表
は、発送をもってかえさせていただき
ます。

◎締切2025年1月31日㈮応募方法

応
募
方
法

1
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17 18

8

2 4

10 11

31 32

GD

C

1413
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3

25

5 6

2726

28 29 30

F

9
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7

B

19

A
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新春新春新春

い。
新春新春新春春春春新新新春
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▶記載のQRコードをスマートフォンなど
で読み取り、必要事項を入力のうえ、ご
応募ください。当選者の発表は、発送を
もってかえさせていただきます。

◎締切2025年1月29日㈬

役に立つ事を行うこと。貢献。「町の発展に○○する」
敷地を限るために設ける囲いや仕切り。
飼い主のいない犬。野犬。
商品をならべて売っている所。商店。
水辺に生息する鳥の総称。
動物の口の中にある器官で、食べ物の味を感じ取れるもの。
評判、人気。「○○がいい」
イエスキリストの誕生を記念する祝祭。
考えや計画、見込み。
多く発生すること。
無意識の習慣になっている動作や言葉。
人が住むための建物。
きちんと列を整えて並ぶこと。
小さな紙筒や竹筒に火薬を詰めて多数つないだもの。
どれも同じようであること。「○○○○一体」
少し食べたり、なめたりして、食べ物の味を調べること。
打ち破ること。
開脚姿勢を取れるようにおこなう柔軟運動。「○○割り」
考え方や感じ方に少しへだたりがあること。食い違い。

寒い地域では冬に欠かせません。
物事を理解すること。「○○○○が早い」
前もって推測・期待・覚悟すること。「○○せず嬉しいことがあった」
直感や予感。「虫の○○○」
ワイシャツなどのえりもとに巻いて前で結ぶ帯状の飾り布。
空気などの振動で伝わります。
数字の置かれた位置を表す言葉。
わずかに感じられるあたたかさ。
いらなくなった水を流すこと。
めんどうを見ること。手数や苦労。
出所の不明なうわさ話。「都市伝○」
食べ物をかみ切る歯。「切歯」
地中に打ち込んで目印や支柱にする棒。
古文では「朝」を意味していました。「昨日」⇔「○○」
中が空になっている細長い円筒。パイプ。チューブ。
比喩を用いて表すこと。
町のはし。町の家並みが終わろうとするあたりのこと。
何かをするために身なりを整えること。
パン粉をまぶして揚げ焼きにした料理。「カツ○○」

労
働
者
が
守
ら
れ
る
社
会
づ
く
り

労
働
者
目
線
の
政
治
を

松
村　
本
日
は
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
岸
さ
ん

の
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
趣
味

や
特
技
や
好
き
な
食
べ
物
な

ど
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

岸　
昔
は
冬
に
ス
キ
ー
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
を
滑
り
に
毎
週

北
海
道
夕
張
市
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
今
は
久
し
ぶ
り
だ

と
、
怪
我
を
し
た
時
が
大
変

な
の
で
、
で
き
な
い
で
す
が

…
。
最
近
はYouTube

の

２
分
ぐ
ら
い
の
シ
ョ
ー
ト
動

画
を
よ
く
見
て
い
ま
す
。
赤

ち
ゃ
ん
と
か
、
動
物
と
か
、

癒
し
系
の
も
の
を
見
て
、「
か

わ
い
い
な
ぁ
～
」
と
、ク
ス
ッ

と
笑
っ
て
い
ま
す
。
好
き
な

食
べ
物
は
、「
ポ
テ
ト
コ
ロ
ッ

ケ
」
で
す
。
芋
と
か
、
か
ぼ

ち
ゃ
が
好
き
な
ん
で
す
。
特

技
と
い
う
か
ど
う
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、「
一
度
に
い
ろ

ん
な
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」

で
す
。
だ
か
ら
私
は
切
り
替

え
が
早
い
方
で
す
。
落
ち
込

ん
で
も
す
ぐ
切
り
替
え
ら
れ

ま
す
。

松
村　
切
り
替
え
が
早
い
、

と
い
う
の
は
議
員
と
し
て
活

動
し
て
い
く
に
は
必
要
な
要

素
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
岸

さ
ん
は
１
９
９
４
年
に
北
海

道
栗
沢
町
に
入
職
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
町
職
員

に
な
っ
た
の
は
ど
の
よ
う

な
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？

岸　

実
は
最
初
は
北
海
道

海
道
本
部
の
協
力
の
も
と
労

働
組
合
が
交
渉
し
白
紙
撤
回

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
単
組
だ
け
で
は
知
識
も

な
い
し
、
情
報
も
少
な
か
っ

た
の
で
、
自
治
労
の
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
と
情
報
の
重
要

松
村　
２
０
２
４
年
の
活
動

を
振
り
返
っ
て
、
こ
の
１
年

間
は
ど
う
で
し
た
か
。

岸　
昨
年
を
振
り
返
る
と
、

や
っ
ぱ
り
地
方
自
治
法
の

改
正
で
す
ね
。
地
方
制
度

調
査
会
の
委
員
と
な
っ
た

２
０
２
３
年
の
年
末
か
ら
、

一
番
の
勝
負
所
で
し
た
。
結

果
と
し
て
改
正
案
は
通
さ
れ

て
し
ま
っ
た
け
ど
、
参
議
院

本
会
議
や
委
員
会
で
何
度
も

質
問
の
機
会
を
い
た
だ
け
た

の
で
、
私
の
質
疑
と
そ
れ
に

対
す
る
大
臣
・
政
府
答
弁
は

議
事
録
に
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
昨
年
の
改
正
は
地

方
自
治
に
と
っ
て
非
常
に
問

題
を
は
ら
ん
で
い
た
こ
と
を

松
村　
こ
こ
数
年
、
民
間
に

お
い
て
も
賃
上
げ
の
機
運
が

高
ま
り
、
２
０
２
３
・
24
年

は
我
々
、
東
京
都
本
部
の
仲

間
も
、
一
定
程
度
の
月
例
給

の
賃
上
げ
が
実
現
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
賃
金
確
定
闘

争
を
踏
ま
え
て
、
な
お
、
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
特

に
一
番
大
き
な
課
題
は
、
賃

金
改
定
率
の
世
代
間
格
差

で
す
。
若
年
層
に
手
厚
い
こ

と
は
良
い
事
で
す
が
、
最

高
号
給
付
近
は
月
例
給
１
，

０
０
０
円
程
度
し
か
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

岸　

国
は
最
低
で
も
３
，

０
０
０
円
で
す
が
、
東
京
は

さ
ら
に
低
い
…
こ
う
し
た
現

状
は
深
刻
で
す
。
私
の
所
属

す
る
立
憲
民
主
党
が
政
権
を

担
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合

は
、
自
立
的
労
使
関
係
を
実

現
す
る
と
い
う
こ
と
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
人
事
院
や
人
事

委
員
会
の
勧
告
に
準
拠
す
る

が
当
た
り
前
で
し
た
。
意
識

的
に
組
合
活
動
を
行
う
よ
う

に
な
っ
た
の
は
２
０
０
０
年

か
ら
で
、
上
部
団
体
に
女
性

部
の
役
員
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

私
が
役
員
を
は
じ
め
た
直

後
に
、
あ
る
役
場
で
財
政
難

を
理
由
に
、
共
働
き
職
員
夫

婦
の
女
性
だ
け
に
早
期
退
職

勧
奨
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
を
断
る
と
、
町
長
は
新
た

な
部
署
を
作
っ
て
一
般
行
政

職
の
共
働
き
職
員
夫
婦
の
女

性
た
ち
を
異
動
さ
せ
て
庁
舎

内
の
清
掃
を
さ
せ
る
と
い

う
、
嫌
が
ら
せ
人
事
を
提
案

し
て
き
ま
し
た
。
黙
っ
て
い

た
ら
泣
き
寝
入
り
を
す
る
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
自
治
労
北

警
察
を
志
望
し
て
い
た
ん
で

す
。
当
時
の
私
の
高
校
で
は
、

公
務
員
志
望
の
人
は
、
民
間

を
受
け
て
は
い
け
な
い
と
い

う
暗
黙
の
ル
ー
ル
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

結
果
と
し
て
道
警
に
は
ご
縁

が
な
か
っ
た
の
で
、
栗
沢
町

役
場
に
入
職
し
た
と
い
う
の

が
本
当
の
と
こ
ろ
で
す
。

　

入
職
し
た
ら
、「
す
ご
く
い

ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
」

と
感
じ
ま
し
た
。
最
初
の
配

属
は
総
務
課
庶
務
係
だ
っ
た

の
で
、
役
場
に
来
た
郵
便
物

を
仕
分
け
る
仕
事
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
る
意
味
、
ど
の
職

場
で
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

る
か
、
知
る
こ
と
が
で
き
る

ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
公
務

職
場
が
様
々
な
側
面
か
ら
人

に
関
わ
り
、
役
に
立
っ
て
い

る
仕
事
だ
と
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
役
場
全
体
と
し

て
考
え
た
ら
、
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
で
下
支
え
と
い
う
か
、

暮
ら
し
て
い
る
人
の
た
め
に

な
る
良
い
仕
事
だ
な
と
思
っ

て
続
け
て
き
ま
し
た
。

松
村　
そ
こ
か
ら
組
合
活
動

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

岸　
北
海
道
の
栗
沢
町
（
現 

岩
見
沢
市
）
と
い
う
人
口
７
，

０
０
０
人
く
ら
い
の
小
さ
な

単
組
出
身
で
す
。
１
０
０
％

組
合
員
で
、
最
初
か
ら
違
和

感
な
く
、
組
合
は
み
ん
な
で

や
っ
て
い
く
も
の
と
い
う
の

だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
が
自
分
た
ち
の
労

使
交
渉
で
賃
金
を
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
基
本
で
す
。

賃
金
は
国
が
上
げ
る
も
の
で

は
な
く
、
労
働
組
合
が
上
げ

る
も
の
。
と
に
か
く
人
手
不

足
の
中
で
年
代
に
関
わ
ら

ず
、
広
く
守
ら
れ
て
い
か
な

け
れ
ば
、
離
職
し
て
し
ま
う

の
が
今
の
世
の
中
で
す
。
労

使
交
渉
で
、
適
正
な
賃
上
げ

を
勝
ち
取
る
、
こ
の
仕
組
み

づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
村　
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
下

が
り
続
け
、
２
０
２
３
年
に

は
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
ド
イ
ツ
に

抜
か
れ
、
世
界
４
位
と

な
り
ま
し
た
。
先
々
で
は

イ
ン
ド
に
も
抜
か
れ
る
と
い

う
見
込
み
も
あ
り
、
日
本
の

経
済
動
向
は
危
機
的
状
況
に

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
円

安
の
影
響
は
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
や
は
り
個
人
消
費
の

低
迷
は
、
そ
の
要
因
の
ひ
と

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
的

に
イ
ン
フ
レ
が
進
む
中
で
、

物
価
高
に
見
合
う
適
切
な
賃

金
が
支
払
わ
れ
る
、
長
時
間

労
働
を
容
認
し
な
い
な
ど
、

労
働
者
が
お
か
れ
て
い
る
現

在
の
状
況
を
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

岸　
本
当
に
「
労
働
者
目
線

の
政
治
」
に
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

松
村　
昨
年
の
衆
議
院
議
員

選
挙
で
は
裏
金
問
題
に
端
を

発
し
、
与
党
が
過
半
数
割
れ
に

追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、
国
民
の

不
満
が
政
治
に
反
映
さ
れ
る

と
い
っ
た
こ
と
も
起
こ
り
ま

し
た
。
本
紙
『
自
治
労
東
京
』

の
パ
ズ
ル
応
募
フ
ォ
ー
ム
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
「
政
治
に
民
意
が
反

映
さ
れ
る
実
感
を
得
ら
れ
た
」

と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
働
く
も
の
や
生
活
者

を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る

現
在
の
政
治
状
況
に
対
す
る
、

国
民
の
不
満
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

岸　
労
働
者
の
皆
さ
ん
が
守

「
言
わ
な
け
れ
ば
変
わ
っ
て
い
か
な
い
」

岸　
労
働
組
合
が
動
い
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
白
紙
撤
回
で

き
た
こ
と
を
実
際
に
経
験
し

て
か
ら
、
組
合
は
「
今
は
困
っ

て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
何
か
あ
っ
た
時
に
す
ご
く

役
に
立
つ
」「
自
分
が
今
困
っ

て
い
な
く
て
も
、
誰
か
が
困
っ

た
時
に
み
ん
な
で
応
援
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
う
、
す
ご
い

成
功
体
験
を
得
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
一
緒
に
組
合
活
動
を

し
て
い
な
い
と
、
困
っ
た
時

に
助
け
を
求
め
ら
れ
な
い
こ

と
も
実
感
し
ま
し
た
。
普
段

か
ら
や
れ
る
範
囲
で
構
わ
な

い
か
ら
組
合
に
関
わ
ら
な
け

れ
ば
、
と
思
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
し

た
。
仕
事
の
傍
ら
や
っ
て
い

た
組
合
活
動
が
も
の
す
ご
く

重
要
で
、
や
ら
な
い
と
む
し

ろ
、
い
つ
ど
う
な
る
か
わ
か

ら
な
い
、
他
人
事
と
は
思
え

な
い
と
い
う
衝
撃
的
な
出
来

事
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
か

ら
は
自
ず
か
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。

松
村　
組
合
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
た
当
時
の
岸
さ
ん
の

「
政
治
」
へ
の
関
心
、
岸
さ

ん
に
と
っ
て
「
議
員
」
は
ど

ん
な
存
在
で
し
た
か
。

岸　
当
時
、
栗
沢
町
職
に
は

組
織
内
議
員
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
ず
一
番
政
治
が
大

事
と
思
っ
た
の
は
、
さ
っ
き

の
町
長
の
話
で
す
。
変
な
人

を
町
長
に
し
た
ら
、
大
変
な

こ
と
に
な
る
と
い
う
危
機

感
。
少
な
く
と
も
首
長
は
変

な
人
を
置
い
て
は
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
そ
の
後
２
０
０
８
年
の

北
海
道
議
会
議
員
選
挙
に
、

地
元
の
空
知
と
い
う
郡
部
か

ら
初
め
て
自
治
労
組
織
内
候

補
を
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
最
中
、
夕
張
市

が
財
政
破
綻
し
た
ん
で
す
。

市
に
寄
り
添
わ
ず
、
国
の
側

に
立
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
北

海
道
知
事
に
対
し
、
地
元
の

道
議
を
当
選
さ
せ
て
、
ち
ゃ

ん
と
意
見
を
言
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
政
治
闘
争
に
関
わ
り

ま
し
た
。

松
村　
参
議
院
議
員
に
な
ら

れ
て
か
ら
５
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
間
を
振
り
返
っ

て
み
て
感
じ
る
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

岸　
２
０
１
９
年
に
当
選
し

て
か
ら
、
首
相
は
安
倍
さ
ん
、

菅
さ
ん
、
岸
田
さ
ん
、
そ
し

て
石
破
さ
ん
で
４
人
目
と
な

り
ま
し
た
。
最
初
の
安
倍
元

首
相
の
時
に
衝
撃
を
受
け
た

の
は
、「
質
問
を
し
て
も
答
え

て
く
れ
な
い
」
こ
と
で
し
た
。

「
ご
飯
論
法
」
と
揶
揄
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
国
民
目
線

と
し
て
、
そ
の
“
は
ぐ
ら
か

し
振
り
”
が
衝
撃
的
で
し
た
。

例
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

で
は
、
自
治
体
の
現
場
が
振

り
回
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
、「
そ
の
都
度
、
自

治
体
現
場
を
振
り
回
す
な
」

と
訴
え
ま
し
た
が
、
真
摯
に

向
き
合
お
う
と
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
国
が
政
治
判
断
で
決

め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
場

の
混
乱
が
続
き
、
憤
り
と
と

と
も
に
、
国
の
行
政
府
は
こ

ん
な
も
ん
な
の
か
と
い
う
悲

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
め
げ
ず
に
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
質
問
を
繰

り
返
し
て
い
く
う
ち
に
、
総

務
省
は
さ
す
が
に
自
治
体
の

立
場
に
立
っ
て
改
善
す
る

よ
う
努
力
し
て
も
ら
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
言
い
続
け
る
こ
と
の
意

味
は
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。「
言
わ
な
け
れ
ば
変
わ
っ

て
い
か
な
い
」「
言
い
続
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
改
善
で
き

る
」
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て

き
た
５
年
間
で
し
た
。

ら
れ
る
社
会
を
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

回
の
衆
院
選
の
結
果
を
受
け

て
、
こ
れ
ま
で
は
「
お
答
え

で
き
ま
せ
ん
」
と
さ
れ
て
き

た
こ
と
も
議
論
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
様
々
な

意
見
を
交
わ
し
、
政
策
決
定

を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
今
後
の
参
議
院
議
員

選
挙
も
そ
う
で
す
が
、
し
っ

か
り
と
「
労
働
者
の
目
線
」

に
立
っ
た
政
治
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
政
権
交
代
を
果
た
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

松
村　

社
会
に
不
満
が
募

る
一
方
で
若
年
層
の
方
を

中
心
に
政
治
に
関
心
が
な

い
、
と
い
っ
た
状
況
も
叫
ば

れ
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
ど
の
様
に
捉
え
ら
れ
て

い
ま
す
か
。

岸　

今
の
政
治
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
な
ど
も
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
た

情
報
発
信
の
活
発
化
に
よ

り
、
様
々
な
意
見
が
出
る
の

は
良
い
事
で
す
が
、
真
偽
の

わ
か
ら
な
い
情
報
も
入
り

乱
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
出

さ
れ
た
政
策
が
本
当
に
良

い
も
の
な
の
か
、
一
人
ひ
と

り
が
し
っ
か
り
考
え
、
意
見

を
交
わ
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て

今
の
若
い
皆
さ
ん
が
活
躍

し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会

保
障
制
度
が
し
っ
か
り
し

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
直
接
的
に
関
わ
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
若
年
層
の
方
に

は
実
感
が
得
づ
ら
い
部
分

で
は
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者

を
守
ら
な
け
れ
ば
、
中
間
層

の
介
護
離
職
等
に
繋
が
り

ま
す
。
そ
こ
か
ら
経
済
も
ど

ん
ど
ん
悪
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
社
会
全
体
の

経
済
の
悪
循
環
が
生
ま
れ

ま
す
。
そ
れ
は
若
い
方
々
も

含
め
て
全
て
の
人
が
関
わ

り
通
る
道
で
す
。
そ
の
道
が

し
っ
か
り
し
て
い
な
け
れ

ば
、
将
来
、
今
の
若
い
人
た

ち
が
一
層
苦
労
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

松
村　

知
り
得
た
情
報
を

み
ん
な
で
し
っ
か
り
と
考

え
、
そ
し
て
全
て
の
世
代
に

対
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た

社
会
保
障
制
度
が
確
立
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

い
う
こ
と
で
す
ね
。
我
々
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
の

目
線
で
は
、
保
育
士
や
医

療
・
介
護
従
事
者
の
処
遇
も

し
っ
か
り
あ
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
、
安
定
的
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
繋
が
ら
な
く

な
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

岸　
そ
の
通
り
で
す
。

←

み
ん
な
で
話
し
合
い
、
要
求
・
改
善

組
合
員
の
『
声
』
を
国
政
に
届
け
続
け
る

松
村　
最
後
に
組
合
員
の
み

な
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
け
ま
す
か
。

岸　
嫌
だ
っ
た
ら
辞
め
て
し

ま
え
ば
い
い
と
い
う
考
え
方

も
今
は
多
く
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
考
え

方
が
あ
る
中
で
も
、
確
実
に
言

え
る
の
は
私
た
ち
自
治
労
組

合
員
の
職
場
は
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
携
わ
っ
て
お
り
、
住
民
に

安
定
的
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
働
い
て
い
る
現
場
の
組

合
員
の
皆
さ
ん
が
働
き
づ
ら

い
職
場
環
境
だ
っ
た
ら
良
い

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
は

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が

働
く
上
で
毎
日
我
慢
し
て
い

る
こ
と
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
我
慢
す
る
の
で
は
な
く
、

「
声
」
に
出
し
て
何
が
問
題
な

の
か
を
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

そ
れ
を
労
働
組
合
と
し
て
、
要

求
し
改
善
す
る
と
い
う
の
が

労
働
組
合
の
あ
り
方
で
す
。
み

な
さ
ん
の
そ
う
し
た
「
声
」
を

届
け
る
こ
と
が
、
私
た
ち
組
織

内
議
員
の
役
割
で
す
。
労
働
組

合
の
基
本
で
あ
る
「
組
合
員
の

働
き
や
す
さ
」
を
め
ざ
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
村　
本
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

岸　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！
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継
続
的
な
賃
上
げ
と
、
働
く
も
の
・

　

生
活
者
に
寄
り
添
う
政
治
へ
の
転
換
を
め
ざ
し
て
！

　　　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
日
々
ご
奮
闘
い
た

だ
い
て
い
る
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

２
０
２
４
賃
金
確
定
闘
争
は
、
春
闘
に
お
け
る
連
合
、
民
間
労
組
の
た
た
か
い
の
成
果
に

よ
り
、
月
例
給
・
一
時
金
と
も
に
３
年
連
続
で
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
内
容
は
春
闘
の
引
き
上
げ
率
を
下
回
り
、
物
価
上
昇
率
に
も
遠
く
及
ば
な
い
低
額
・
低
率

で
あ
り
、
実
質
賃
金
の
改
善
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
も
、
初
任
給
と
若
年
層
に
重

点
的
に
配
分
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
中
高
齢
層
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
低
い
賃
上
げ
率
と
な
り

不
満
が
残
る
も
の
で
し
た
。
一
方
で
、
長
年
要
求
し
続
け
て
き
た
こ
と
が
、
よ
う
や
く
実
を

結
び
「
再
任
用
職
員
の
一
時
金
に
つ
い
て
常
勤
職
員
同
様
の
支
給
月
数
」
「
地
域
手
当
の
引

き
上
げ
」
「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
額
に
つ
い
て
常
勤
職
員
同
様
の
改
定
時
期
や
雇
用

年
限
の
撤
廃
」
な
ど
を
勝
ち
と
る
こ
と
が
で
き
た
単
組
も
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
粘
り
強

く
要
求
し
、
交
渉
し
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
春
闘
に
お
い
て
は
、
四
半
世
紀
に
及
ぶ
慢
性
的
な
デ
フ
レ
状
態
か
ら
完
全
に
抜

け
出
す
た
め
に
も
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
に
よ
っ
て
個
人
消
費
を
活
発
化
さ
せ
、
賃

金
と
物
価
が
安
定
的
に
上
昇
す
る
好
循
環
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ

の
春
闘
の
成
果
を
秋
の
賃
金
確
定
闘
争
に
波
及
さ
せ
て
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
引
き
続
き
、

連
合
に
結
集
し
、
民
間
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
継
続
的
な
賃
上
げ
を
求
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
政
治
情
勢
は
、
数
の
力
を
頼
り
に
国
会
の
議
論
さ
え
も
軽
視
す
る
強
権
政
治

が
続
い
て
き
ま
し
た
が
、
第
50
回
衆
議
院
選
挙
で
は
、
自
公
政
権
を
過
半
数
割
れ
に
追
い
込

み
、
緊
張
感
の
あ
る
政
治
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
熟
議
の
政
治
を
取

り
戻
し
、
政
権
交
代
を
展
望
し
な
が
ら
、
働
く
も
の
や
生
活
者
に
寄
り
添
う
政
治
へ
と
転
換

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
夏
の
第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
む
け
て
は
、
「
岸
ま
き
こ
」
参
議
院
議
員
を
再
び
国

政
の
場
へ
送
り
出
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
最
前
線
で
働
く
私
た
ち
の
声
を
、
国
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
岸
ま
き
こ
さ
ん
の
必
勝
を
め
ざ
し
、
と
も
に
た
た
か
い
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
も
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
賃
金
労
働
条
件
の
改
善
、
平
和
と
民
主
主
義
を

守
り
、
共
生
社
会
の
実
現
へ
む
け
て
、
全
力
で
奮
闘
し
て
い
く
決
意
を
表
明
し
て
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

自
治
労
東
京
都
本
部

　
中
央
執
行
委
員
長

　 
松
村 

誠
治

Best Shot Competiti
on

「
彩
華
繚
乱
」
　
　
　
　

　
　
　
　
　
練
馬
区
職
労
　
小
城
原 

淳 

さ
ん

（
選
評
は
４
面
に
掲
載
）

※各作品タイトルについては応募者の表記を尊重し、掲載しています。

最優秀賞

選評●横浜みなとみらいでの花火大
会でしょうか。同時に打ち上げられた
花火の数の多さとその美しい風景に
感動といいたいところですが、この写
真のポイントは下部に写されている
立錐の余地のない人々の様子です。
手に手にカメラやスマホ持つ人たち、
三脚、一脚にカメラを据え本格的に
撮影する人たち、無数に光るカメラの
モニターの明かり。そして縦位置（メ
リーゴーランドのような余計なものを
入れない）。通常の花火の写真とは異
なり、ドキュメンタリー的な要素を持
つ作品になっています。

講 評

真の面白さはどこにあるのだろうか？今回の審査を
終えて考えていたことです。

　一般、ネイチャー、それぞれの部門に特徴がありました。
まず、一般部門は残念ですが応募枚数がちょっと少なかっ
たです。テーマが限定されると、「この写真がこのテーマに
合っているだろうか」などと考えてしまうのかもしれません
ね。あまり窮屈に考えず、テーマと少しずれていても良い写
真だと思ったら思い切って応募してください。その辺の最
終的判断は私たちがしますので。また、全体の印象として
は身近なものを撮影している写真がもっと多くても良いか
なと感じました。写真は特別な出来事があると撮ることが
多いと思います。一般部門では旅先やお祭りなどの特別な
ことだけでなく、日常でのちょっとした特別なことを撮影し
た写真を見たいと思いました。次に、ネイチャー部門です
が、こちらは例年と変わらぬ応募枚数でした。そして、スマ
ホではなくデジカメで撮影された写真が多かったです。こ
の部門に応募される方々は、本格的に写真に取り組んでい
る方々が多く、質の高いイメージを追求し、撮影している作

品の数々でした。そのため、選考はいつも悩みます。それぞ
れ理想とするイメージを追求し質の高い写真を撮影してく
ださい。
　さて、最初の問いの答えは？それは撮影した世界をあな
たが実際に経験しているということだと思います。バー
チャルが幅を利かせる昨今ですが、写真
は基本的には現場に行かなければ撮れ
ないということです。そこで得た実感は
あなただけのものです。

　写真家　鈴木 邦弘さん

最優秀賞　選評

「彩華繚乱」 
　　　　練馬区職労  小城原 淳さん

雑誌を中心にフリーの写真家として活
動。『自治労通信』および『世界』などにド
キュメンタリー写真を発表。93年「森の
人・PYGMY」で第18回伊奈信男賞を受
賞。日本写真芸術専門学校主任講師。日
本写真家協会（JPS）会員。

第27回 ベストショットコンクール第27回 ベストショットコンクール

●
各
受
賞
作
品
の

選
評
は
Ｈ
Ｐ
に
て

ネ
イ
チ
ャ
ー
部
門

優 秀 賞

一
般
部
門

喜
び

部門 1　一般部門（テーマ「喜び」）　　部門 2　ネイチャー部門

写

「
歩
い
て
き
た
道
を
振
り
返
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
川
区
職
労  

田
淵 

美
香
さ
ん

ネ
イ
チ
ャ
ー
部
門

優 秀 賞

「
こ
り
ゃ
た
ま
ら
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
宿
区
職
労  

関
根 

康
幸
さ
ん

佳　作

「寒風を切る」

　町田市職労

　守屋 涼さん

ネイチャー部門

佳　作

「近所総出」

　東交　巣鴨支部

　前場 晃さん

ネイチャー部門

特別賞

「初めての体験」

　東交　深川支部

　戸髙 弘貴さん

佳　作

「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
！
」

　
小
金
井
社
協
労
組
　
坪
根 

愛
さ
ん

一
般
部
門

喜
び

一般部門 喜び

ネイチャー部門


